
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
  

○学校・保護者・地域が一体となって計画的に読書活動の推進を行っ

ています。 

〇分類ごとに整理された図書の使い方や、興味関心を喚起させる図書

の環境整備を行っている。 

〇「多読・音読・家読の奨励」を全校あげて実施し、読むことは語彙

力を豊かにしている。 

○児童、保護者、そして教師による読み聞かせは、児童たちにとっても貴

重な体験ができた。また、本に興味や関心をもたせるとともにより深い

学びにつなげられる可能性を実感した。 

○学校司書、司書教諭、担任、そして保護者や地域の方々の協力を得るこ

とによって、児童の知力や徳力を磨く一助となっている。 

 

○図書委員会に入って、はじめてエプロンシアターをやった。はじめはど

きどきしたけど、お話の内容が伝わるようにがんばった。 

○縦割りの読み聞かせでは、低学年が一生けん命にきいてくれた。うれし

かった。 

 
 

 

読書活動 

平成３０年度埼玉の子ども 70 万人体験活動 

全学年 


